
住みやすいまちをつくる社会基盤施設（インフラ）に、海、河川、池及び公園等の自然環境 

(グリーン)が有する機能を活用することで、まちづくりの課題解決につなげる取組です。

グリーンインフラ事業計画は、「大田区基本構想」、「大田区基本計画」及び「大田区都市

計画マスタープラン」に則している「大田区緑の基本計画グリーンプランおおた」（以下、グ

リーンプランという）において、重点的な取組の一つに位置付けられています。

（１）社会的動向

①ネイチャーポジティブやカーボンニュートラルなど環境に関する世界的な潮流

②社会資本整備やまちづくり等におけるグリーンインフラへの期待

③SDGsやWell-being等新たな社会像の実現に向けたグリーンインフラへの期待

（２）大田区が目指すみどりのまちづくりの将来像

グリーンプランは、基本理念に基づき、みどり豊かな潤いのあるまちのあるべき姿とし

て３つの将来像を定め、目指すみどりのまちの実現に向けて取り組んでいます。

◆こころ豊かに住み続けられる
「みどりあふれるまち」

◆多様なみどりが広がる
世界に向けた「おもてなしのまち」

◆みどりがつながる「地球にやさしいまち」

グリーンプランの将来像
大田区でグリーンインフラに取り組むことで、まちなかのみどり空間を活用し、

複数の地域課題の解決につなげていきます。

環境と経済の好循環を生み

出し、活力ある持続可能な

社会の構築が重視

自然環境への配慮を行い、巧みに関与、デザインすることで、自然環境が有する多様な

効果を発揮させ、様々な地域課題に対応します。

■ グリーンインフラとは
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地球環境問題への対応 持続可能な社会の構築

SDGs達成への寄与生物多様性の保全定住促進

■ グリーンインフラが求められる背景と意義

まちづくりの課題

など

  〇自然環境が有する多機能性を十分に発揮させるみどりの取組推進

〇公民連携や分野横断の視点を重視して取り組む連携体制の構築

グリーンインフラ導入に伴う留意点

■ グリーンインフラ事業計画の位置づけ

■大田区を取り巻く動向

■課題解決に向けたグリーンインフラの視点



グリーンインフラの推進に向けた方向性

防
災
・減
災

❶ 内水氾濫による浸水防止、外水による河川氾濫を抑制する雨水流出抑制を 
図るための、公園・緑地、道路空間における雨水貯留・浸透機能の確保

環

境

❶ 市街地における屋外での快適な活動を行うことのできるみどりを活かした
暑熱環境の緩和

❷ 豊かな生態系の保全・育成する拠点となるみどりの確保、拠点となるみど
りのネットワーク形成

❸ 居心地のよい都市空間を形成するみどりの創出

地
域
振
興

❶ 都市拠点における公民連携によるにぎわい形成に寄与するみどりの創出

❷ 駅周辺をはじめとする空間の魅力や、観光拠点としての風格を高めるみど
りの創出による街の付加価値の向上

❸ 区民にとっての憩いと交流の場となる公民連携による快適なオープンスペ
ースの形成と維持管理

図 グリーンインフラの効果

みどりのまちづくりにおけるグリーンインフラ視点の課題

防災・減災

環 境

地域振興

【課題】

■みどり空間を活用した内水氾濫の軽減

■内水氾濫等に対する防災・減災意識の向上

【課題】

■暑熱環境の改善に寄与するみどりの創出

■快適な住環境の創出につながる質の高い

みどりの創出

【課題】

■にぎわい空間の創出

■身近なみどりによる景観形成

①自然環境が有する多機能性を十分に発揮させる

②分野横断の視点を加味し更なる効果を引き出す

③多様な主体と連携しグリーンインフラを使いこなす

グリーンインフラの導入は、「防災・減

災」、「環境」、「地域振興」の３つの視

点から多様な効果が期待されます。

自然環境が有する機能を利活用すること

で、単独の効果を促すだけでなく、複合的

な効果を誘導し、地域が抱える様々な課題

解決につなげていきます。

■大田区におけるグリーンインフラ推進方針の考え方

■グリーンインフラ推進方針



類型別グリーンインフラ導入方針

大田区の地形は、グリーンプランにおいて、台地部、低地部、空港臨海部に大別しています。

また、特徴的な地形や用途に応じて土地利用を分類し、公園・緑地や市街地等の各区分に応じたグリーンインフラ導入方針を示しました。

➢ 京浜島
➢ 昭和島
➢ 令和島 など

➢ 城南島
➢ 平和島

➢ 公園・児童公園・緑地
➢ 崖線沿いのみどり
など

都市農地

➢ 生産緑地
➢ 区民農園 など

市街地等 道路（散策路等）都市農地 公共施設（学校等）
主な
区分 公園・緑地

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
導
入
方
針

●雨水貯留機能の充実

●●雨水貯留機能の確保や生垣の植栽
等に関する助成制度の促進

●建築物における緑化の促進

●みどりの条例に基づく
緑化空間の確保

●●民有地における
みどりづくりの推進

●防災意識の醸成・向上

●雨水貯留・浸透機能の確保・拡充

●建築物における緑化の促進

●みどり空間の維持・保全

●●生物生息空間の創出・保全・活用

●雨水貯留・浸透機能の確保・拡充

●●散策路や緑道等を活かした生物生
息空間の保全・活用

●●みどり空間の維持・保全

●海辺環境の保全・活用

●●木陰のできる空間づくり 

●●雨水貯留・浸透機能の確保・拡充

●●生物生息空間の創出・保全・活用

●みどり空間の維持・保全

●●海辺環境の保全・活用

●子育て世代が使いやすい空間づくり

●健康増進に関する機能拡充

●雨水貯留機能の確保・拡充

●都市農地の維持・保全

●地域コミュニティ空間の創出・活用

羽田空港

湾岸部都市緑地
(東京港野鳥公園)

大森ふるさとの
浜辺公園

湾岸部倉庫群

多摩川市街地

蒲田駅

市街地

呑川
内川

道路

本門寺公園市街地崖線緑地
（国分寺崖線・南北崖線）

市街地

洗足池公園

区民農園
生産緑地

市街地

区役所

学校等

海・海辺工業地道路 河川・池公園・緑地 市街地

海

主な
区分

大
田
区
の
特
徴
的
土
地
利
用

市街地

公共施設

➢ 東京湾
➢ 大森ふるさとの浜辺
公園 など

➢ 区道
➢ 散策路 など

➢ 多摩川
➢ 呑川、内川
➢ 洗足池・小池 など

➢ 蒲田駅周辺
➢ 大森駅周辺 など

➢ 区役所
➢ 学校 など

空港臨海部低地部台地部

海河川河川

道路
散策路

散策路

池

工業地南馬込区民農園 洗足池公園 旧六郷用水散策路 蒲田駅前 蒲田中学校 呑川 東京湾

➢ 京浜運河



当計画に基づく取組を総合的かつ計画的に推進していくため、グリーンプランおお

た推進会議を中心に、各関係部署が連携・協働し全庁的に取り組みます。

多様な主体との連携

グリーンプランおおた推進会議

区民 事業者団体・
活動組織

全国の自治体

国・東京都

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

PLAN
・計画の策定
・取組、事業の立案

ＤО
・取組、事業の実施

ＣＨＥＣＫ

・取組の進捗状況の点検、
評価

ＡＣＴ
・計画の見直し

・次年度以降の取組事業へ
の反映

グリーンインフラ事業計画の推進に向けてグリーンインフラ推進に向けた目標

「防災・減災」「環境」「地域振興」の視点からグリーンインフラを推進するための目標

を設定します。

各年度の取組の点検・評価と、計画期間における改定・見直しを図るため、ＰＤＣ

Ａサイクル（Plan＝計画、Do＝実行、Check＝点検・評価、Act＝見直し）による進行

管理を行い、当計画をより実効性の高いものとします。

防
災
・減
災

推
進

目
標

民地・公共施設における雨水の一時貯留
≪目標値≫
各敷地を対象に、グリーンインフラ機能による降雨５.５mm/h分の
雨水貯留・浸透量の確保を目指す。

環

境

推
進

目
標

緑の多さの満足度の向上
≪目標値≫
区民による“緑の多さ”に関する満足度について、７０％を目指す。

推
進

目
標

みどり空間の維持管理による避暑機能の充実
≪目標値≫
グリーンプランで示す９つのみどりの拠点について、木陰等におけ
る体感温度－７℃を目指す。

推
進

目
標

生物生息空間の保全・創出
≪目標値≫
公共施設における生物生息空間（公園・緑地、学校のビオトープ等）
の箇所数を基準値として、それらの保全・創出を目指す。

地
域
振
興

推
進

目
標

大田区への定住意向の確保
≪目標値≫
区民による“定住意向”について、８５％を維持・向上する。

推
進

目
標

住んでいる街の魅力度の確保
≪目標値≫
区民による“住んでいる街の魅力度” について、７０％を維持・向上
する。

■グリーンインフラの推進体制について

■グリーンインフラ事業計画の見直しについて
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